
 
 

○
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
□
シ
□
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

対
照
表 

 
 

 

□
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
□ 

修 

正 

後 

修 

正 

前 

 

第
六
章
中
第
四
十
七
条
の
二
を
第
百
条
と
し
□
第
四
十
七
条
を
第
九
十
九
条

と
し
□
同
章
を
第
七
章
と
し
□
第
五
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
□ 

 

□
中
略
□ 

 

□
行
政
財
産
の
貸
付
け
□ 

第
九
十
七
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
□
機
構
が
行
う
第
七
十
七
条
に
規
定
す
る
業

務
の
用
に
供
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
□
国
有
財
産
法
□
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
□
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
□

別
表
第
四
に
掲
げ
る
土
地
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
行
政
財
産
□
同
法
第
三
条

第
二
項
に
規
定
す
る
行
政
財
産
を
い
う
□
□
を
機
構
に
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
□ 

 

２ 

国
有
財
産
法
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
の
規

定
は
□
前
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
に
つ
い
て
準
用
す
る
□ 

 

 

第
六
章
中
第
四
十
七
条
の
二
を
第
百
条
と
し
□
第
四
十
七
条
を
第
九
十
九
条

と
し
□
同
章
を
第
七
章
と
し
□
第
五
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
□ 

 

□
中
略
□ 

 

□
行
政
財
産
の
無
償
貸
付
け
□ 

第
九
十
七
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
□
機
構
が
行
う
第
七
十
七
条
に
規
定
す
る
業

務
の
用
に
供
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
□
国
有
財
産
法
□
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
□
第
十
八
条
第
一
項
及
び
同
法
第
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
□
別
表
第
四
に

掲
げ
る
土
地
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
行
政
財
産
□
同
法
第
三
条
第
二
項
に
規

定
す
る
行
政
財
産
を
い
う
□
□
を
機
構
に
無
償
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
□ 

２ 

国
有
財
産
法
第
二
十
一
条
□
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
は
□

前
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
に
つ
い
て
準
用
す
る
□ 

 

 
 

 


